













































































































































































































































































1998 28 42 70
2018 38 23 61



















































1998 7 17 24
2018 23 9 32





1998 13 24 37
2018 6 12 18




























































































































母親との身体接触 5 24 29
指しゃぶり 6 8 14
おしゃぶり 0 2 2
絵本・素話等 4 12 16
子守歌 3 2 5
他 4 29 33




母親との身体接触 5 8 13
指しゃぶり 3 9 12
おしゃぶり 0 3 3
絵本・素話等 4 4 8
子守歌 3 0 3
他 8 13 21




移行対象使用 23 27 50
母親との身体接触 5 5 10
指しゃぶり 6 3 9
絵本・素話等 4 4 8
子守歌 3 3 6
他 4 8 12







































母親との身体接触 24 8 32
指しゃぶり 8 9 17
おしゃぶり 2 3 8
絵本・素話等 12 4 16
子守歌 2 0 2
他 29 13 42




母親との身体接触 5 8 13
指しゃぶり 6 9 15
おしゃぶり 0 3 3
絵本・素話等 4 4 8
子守歌 3 0 3
他 4 13 17
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Winnicott, D.W.ed.1987　Babies and their mothers 
を終えた時点で、養育者の子育ての苦労を感
じ今まで育ててくれた養育者に対して感謝の
意を表していた。
まとめ
　1998年と2018年に同じ条件で調査を行った
結果、移行対象の所有率は20年の間に増加し
ていることが分かった。
　その原因としては身体接触の減少、核家族
化、母親の就労等で育児のサポートをしてく
れる人が身近にいない、忙しく子どもとのか
かわりに多くの時間を割くことができないこ
となどが挙げられた。
　きょうだいがいる場合には、母親の、子ど
ものケアが分散され、移行対象を所有するよ
うになる場合と、きょうだいが多いと母親の
役割をサポートしてくれて移行対象は出現し
ない場合があることが事例から示された。
　就眠時行動については、1998年の調査対象
者の母親たちは、子どもの乳幼児期に身体接
触を多く行い、2018年の調査対象者の母親た
ちは、20年前よりも身体接触が減り、母親が
その場にいなくても使用できるおしゃぶりや
指しゃぶりの使用率が増えている。また、就
眠時の行動パターンは20年前の調査時の方が
多様で豊かであったことが示唆された。
　移行対象は子どもたちにとって心の支えが
得られない場合には、子どもの心の安定を図
るために有効な手段となるものであり（井原　
1996）、核家族化、母親の就業率の増加が進
む日本では今後もその所有者は増えていくも
のと予想される。
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